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議」（2019 年 1 月 23 日）で訴え、2 月には経済産業省
にカーボンリサイクル室が発足、大阪での G20（2019 
年 6 月 28 日、29 日、インテックス大阪）でカーボンリ
サイクルロードマップを公開するなど、我が国は世界を
牽引すべく積極的な動きを見せた。マドリードで行われ



























定書が採択された 1998 年に CO2 削減目標値を定めた
「建設業の環境自主行動計画」1)を策定しており、2014 






























本が主催する国際会議 ICEF（Innovation for Cool 








出展：ICEF ROADMAP 2.0, 2017 に追記 































骨材 Blue Planet：戻りコンに CO2 を吸収させ
て骨材化 




その他 Calix limited / Carbstone Innovation / 
New Sky energy / Recoval Belgium / Terra 
CO2 technologies/Innovation Concepts / 
Mineral Carbonation International / 
Control Alt Delete Climate Change / The 












































図－２ カーボンリサイクル技術ロードマップ 4) 
気候変動に対するコンクリートによるカーボンリサイクル技術
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写真－１ 植物生育能力への影響 6) 
 















































Proposal of architectural engineering education using timber as a teaching material 














































 ２．１ 使用する木材 
秋田県産のすぎ（秋田すぎ）直径約 700mm の 2 番










写真 1 丸太の木口    写真 2 製材後の木口 
気候変動に対するコンクリートによるカーボンリサイクル技術
Carbon recycling technology by using concrete against climate change
　横関　康祐
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